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前
號
所
載
本
論
文
の
前
半
に
於
て
、英
國
が
發
行
し
た
る
千
九
百
十
七
年
四
分
幷
に
五
分
利

付
公
偾

0.

金
额
を
擧
ぐ
る
に
當

b

#

細
の
報
吿
に
徼
す
る
を
得
ざ

6

し
を
以
て
、姑
く

ff
lf
s

の
雜
報
に
據
ぅ
、發
行
手
續
，結
了
前
に
於
け
る
數
字
を
示
す
に
止

^

れ
り
。
今
大

t

i

>
J-
l

J

ボ

」

丨
.

ロ.
丨
氏
の
豫
箅
演
說

(

五
月
ニ
日

)

に
於
て
、疋
確
な
を
數
字
を
，

#

た
る
を
以
て
、發
行
額
其
电
の 

筋
十

一

卷

(

九八九

〕

論
說
欧
洲
戦
時
財

•
政に於ける

^

S
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說

.

欧洲戦時財政

U

於ける國愤の

'
地位
' 

第八號
 

ニ
.

事
實
を
叙
述
す
可
し
。

®

事
公
債
中
、五
分
：利
付
證
券
に
，對
す

■

る
.新
應
慕
高
は
九
億
六
千
六
百 

四
揭
八
千
磅
に
上
れ
る
が
、外
に
舊
四
分
五
厘
利
付
公
債
幷
に
國
庫
債
券
を
以
て
、五
分
利
公
債 

に
乘
替
應
慕
し
た
る
も
の
ぁ
ぅ
て
、前
者
ゆ
八
儷
ニ
千
百
萬
五
千
磅
を
^

著
は
ニ
億
八
千
二
百 

七
十
九
萬
ニ
、千
磅
を
數
へ
た
石
が
故
に
、五
牙
利
付
公
債

に
，借
換
へ
ら
れ
た
る
公
債
は
二
者
合 

せ
て
十
億
四
千
八

.

百
十
六
萬
ニ
千
磅
に
當
ぅ
、一
方
に
新
公
債
は
割
引
を
以
て
發
行
せ
ら
れ
た 

る
が
故
に
、右

.の
借
換
に
對
す
る
發
行
高
は
十
一
億
三
百
七
十
九
萬
七
千
磅
と
爲
り
、斯
く
て
五 

分
利
付
公
債
の
總
發
行
高
を
し
て
ニ
十
億
六
千
九
百
八
十
四
萬
五
千
磷
の
.多
き
に
至
ら
し
め 

た
り
。

(

前
號
の
本
論
文
に
於
て
•千
九
百
十
七
年
四
分
幷
に
五
分
利
付
軍
事
公
債
の
發
行
高
七 

億

八

千
-:
*
一
 

十
七
鸹
七
キ
磅
ビ
し
た
る
は
、本
年
三
月
末
日
ま
で
兩
種
公
債
に
對
し
て
、旣
に
拂
込 

ま
れ
た
る
金
額
を
示
し
た
る
も
の
な

1

ー.方
に
凼
分
利
付
軍
事
公
債
に
對
す
る
應
募
は
ニ
千 

二
百
六
十
五
萬
八
千
磅
に
止
ま
れ
ぅ
ビ
雖
も
、尙
ほ

.
四
分
五
厘
利
付
公
債
#
に
國
庫
僙
券
の
四 

分
利
公
債
に
借

.

換
へ
，ら
れ
た

.
る
も
の
ニ
千
八

.
百
七
十
ニ
萬
六
千

#

ぁ
6

て
^

め
に
後
潴
の
發 

行
高
を
し
て
五
千
一
百
三
，

'+

八
萬
四
千
磅
に
達
せ
し
め
、同
時
に
舊

㈣

分
五
.厘
利
付
公
債
の
九 

刺
七
分

.

五
厘
：は
新

'

公

債

.に

借

換

：
へ

ら

れ

、殘
.

額

一

一

千

萬#

?:

上
下
す
る
の
辕
果
と
爲
る
可

S

も

i

の
-

と
t

o

,

蓋
し
兩

M

軍
亊
ゐ
債
發
行
の
規
稗
に
於
て
、特
に
僙
激
に
關
ず
る
事
項
を
定
め
、ニ

 

0

 

•

分
五
逋
利
付
：來：事
公
偾
ギ
九
首
十
九
年
幷
に
千
九
苜
ー
：

1

十
一
年
十
月
.償
還
の
五
分
利
付
國
庫 

.

債
券
、千
九
百
ニ
十

.¥

十
ニ
月
償
還
の
五
分
利
付
國
庫
債
券
、千
九
百
ニ
十
年
ニ
月
償
還
の
六
分 

利
付
國
庫
僙
券
所
有
者
は
總
て
其

.

所
有
す
る
債
券
を
以
て
新
公
債
の
拂
込
に
充
つ
る
を
#
ベ
 

く
、(

ニ)

借
換
の
：割
合
ば
前
記
諸
悛
券
百
磅
に
對
し
て
、五
分
利
公
債
百
五
磅
五
志
三
片
又
.は
四
分 

利
公
債

.
西
磅
を
：以
て
し
、

(

三)

借
換
希
荸
者
は

|

定
の
書
式
に
據
り
、千
九
百
十
七
年
二
月
十
六

B
 

以
前

•
に
借
換
の
請
求

?:

爲
ず
可
し
と
雖
も
、實
際
の

.

手
續
ば
同
年
七
月
一
一
日
，ま
で
完
了
せ
ら
れ 

ざ
る
も
の
と
し

•

隨
て
千
九
百
十
七
年

.

一一

月
十
七
日
ょ

-C
V
,

同
年
六
月
三
十
日
に
至
る

^

で
、借
換 

へ
ら
る
可

&

公
債
は
其
名
稱
幷
に
金

額

に
於
て
何
等
の

®

®

を
來
さ
ず
、唯
五
分
利
公
僙
に
借 

換
へ
：ら

.
る
可
き
も
の
を

«

偾
券
と
し
、四
分
利
公
債
に
借
換
へ
ら
る
可
き

.
も
の
を

C

潰
#
と
し 

*

.

る
親
定
に
據

.

:

上
.

記
.の
如
く
借
換
の
實
を
生
す
る
に
至
れ
る

.

も

^

/ J
:

.

p

o

英
國
が
兩
鐘
公
債
を
發
行
す

'る
に
當
纟
、
*

入
0

應
寡
を
勸
獎
す
.る
爲
め
に
講
じ
た
る
方
策 

は
種
々

.
の
方
面
に
耳
れ

.
b

。
其
重
な
る
も
の
を
列
記
す
れ
ば
、左
の
如
し
。

(
一

.

)

第
.
I

ff
l

公
債
の
利

_

5r
-

.2
:

分
、發
行
價
.格
を
九
十
五
ビ
し

*

る
こ

V
J
。

.

.

第
十〗

.
卷
' 

(

加
九.一

)

，
論
.

說

欧

洲

戦

時

財

政

；

2

於
け
.る
國
债
の
地
位
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第
十
一
卷.

(

九
九
ニ)

諭

訊

欧

洲

戰

時

财

政

に

於

け

，

'
る.
國
偾
の
、地.俾

.

.

第
人̂

M

0
1
)

.

第

二

極

公

債.
の
.
.
利

率

は

四

分.
に
、
し

て

、額

面

價

格

を
.

以

て

發
.

行

せ

ら

る

、

と

雖

も

、

^

利 

:

子

に

：
舞.
し

て

は
M

過

税

以

外

の

所

得

稅?:
免

除

せ

ら

る

、

こS

。

(
I

 

一
 D

两
種
公
債
が
所
有
者
の
死

C

前

六

箇
月
以
上
其
所
有
に
屬
し
た
る

V
J
.

き
.に
は

#

ザ 
一®
 

格

を

以
，̂
相

緻

税

の

納

付
に.
代
用

す

る■を

得

る
こ
ビ

,°
_

(

四)

公
債
市
價
の
低

®

ド
備
ふ
る
爲
め
、政
府
は
每
月
公
債
發
行
额
の
八
百
分
の
一
に
相
當 

す
る
金
額
を
積
立
て
、钤
債
市

ff
i

が
發

b

價
格
以
下
に
锻
落
し
た
る
ヾ

」

§

に
は
此
資
..
金
を 

以
て
、公

債

雪

入

®

却
を
行
ふ
可
し
。
右
資
金
の
«
高
が
一
千
馮
磅
に
達
し
た
る
と
き 

R

は
，每
月
の

'

紙
ス
を
停
止

‘

す
る
.

も
>

ー.
千
萬
：
•

破
以
下
に
減

-

少

し

：た

：
る

ビ‘

に

は

、5 1

に
之
を 

開
始
す
る
こ

。

：
。

.

S

)

兩
1\

公

饭

k

®

込
并
限
を
數

P

に
分
ち

.

以
て
一
般
賢
本
家
の

0

募

に

便

.な

ら

し

め
 

ん
と
し
、五
分
利
付
公

.

债
n

於
て
は

.

#

込
證
：據
金
五

.

.磅
の
外
に
、千
九
百
十
七
年
三
月
.ニ

 

H

、
 

同
ニ
十
三
日
に
每
十
五
薇
を
、四
月
十
八
日
、五
月

'

九
日
、同

H

十
日
に
每

 

一_一
十
磅
を
挪
込
ま

.

.

.し

.

め
、四
分
利

#

公
.
.
.債
，に
.

於
て
は
中
込
證
據
金
五
一
磅
の
外
暴
分

■

利
#
公
債
の
挪
込
と
同 

• i

の
時
.
.期
1C

於
て
、第
一
囘
十
五

.

磅
-

第
ニ
囘
以
下
第

.

五
囘
に
.至
る
ま
で

'

每
ニ
十
资
の

#1

合

を
以
て
、拂
込
ま
し
む
る
こ
ヒ

o 

以
上
は
公
偾
狻
行
の
规
嵇
に
於
て
、公
然
行
は
れ
た
る
應
獒
獎
勵
の
手
.段
を
以
て
見
る
可
き 

も
の
な
る

が
、此

以
外
に
政
府
が
廣
吿
を
利
用
し
、或
は
國
民
の
愛
國
心

k

訴
へ
、或
は
貯
菩
を
猶 

め
以
て
公
債
の
應
慕
を
碰
な

.
ら
し
め
ん
ビ

t

、是
等
の
運
動
に
就
て
殆
ど
英
國
に
先
例
の
求
む 

.

可
き
も
の
な
き
の
事
實
を
示
し
た
り
。
左
に
廣
吿
文
の

 

一
ニ
?:

揭
ぐ
可
し
。
其
一
に
日
く 

%

:

等
は

51
*

事
公
值
に
放
資
し
た

'

^

や
。
最
後
の

^

込
期
日
は
來
る
十
六

日

に

し
て
、勒
逛

^
 

1

寡
.
の
最
況
に
就
て
、大
な
る
注
意

5:

挪
ひ
つ
ゝ
ぁ
り
。
卿
等
は
生
命
保
險
證
書
を
嫌
保
ビ 

.

す
る
も
銀
ゎ
に
就
て
借
乂
金
を
爲
す
も
、將
た
又
大
藏
省
證
..券を
公
債
に
•振
替
ふ
る
も
、自
由 

に
資
金
を
調
達
し
、斯
く
て
公
僙
に
應
募

し

て
*

以
て
戰
爭
：の
終
熄
を
促
す
に
資
す
る
を
得
く 

し

^

,

个
は
抓
等
の

»

ひ
た
る
公
懷
を
擔
保
と
し

.

て
資
金

^

貸
出
す
に

1»

瞒
す

4

^
と
な 

か
る
可

.
ぐ
^
卿
等
に
し
て
五
磅
乃
至
五
十
磅
の
現
金
を
有
せ
ん
か

*

寄
の
郵
便
局
に
就
て
、
 

最
4

簡
便
に
公
債
に
應
募
す
る
を
得
べ
し
。

他
’
の

1

.に日
く

諸
君
は

^

千
の
瑰
金
を
躍
事
公
債
の
應
募

R

供

%

ク

や
*又
今
後
十
二
筒
月
間
に
於
て
、講

第
十
一
卷.

(

九
九
三)

論
說
欧
洲
戦
時
財
政
に
於
け
る
國
愤
の
地
位

 

第
八
.雜
 

五



笫

十】

卷V

 

(

九
九
四)

.論
說

欧

洲

戦

瞄

財

政

に

於

：け
る
國
偾

.の
地
位
， 

第
八
：

號
，

.

.

六

君

は

被

服

、娛

樂

、旅

行

#
に：'
食

物

に

關

し

K

幾
何
の

ff
i

約
.
.を

爲
し
、

以
て

國
家
に
資
金
を
貨

'付

.

け
ん

と

す

を
や
。

宜
し
く
古
き
衣
服
を

纒

ひ
、古
き
靴
を
穿

ち
、

古
き
附

S
品
に
甘
ん

ず
可
し
。

而

.し

V

諸
、君
の
飯
籽
又

'は
.傭
者

に

向

つ

$
、將
來
の
貯
菩
金
を
保
證
ビ
し
て
貸
付
を
爲
す
乙 

'と

.を
求
め
、借

受

け

た

る

所

を

以

^
軍
事
公

‘債
を
購
入
す
可
し

。.

.:
 

‘

此
他
新
聞
紙
又
は
街
上
の
揭
示
は
公
債
に
關
す
る
細
目
を
：說
明
す
各
集
會
を
廣
吿
し
、日
 々

の
應
募
高
を
示
す
に
：圖
表
を
以
て
し
、其
下

.

に「

卿
.
等
の
同
胞
は
國
家
に
生
命
を
捧
げ
つ

.

>

あ
ぅ
、
 

卿
等
亦
資
金
を
國
家

k

貸
す
を
辭
せ
ざ
る
可
し

」

と
云
ふ
が
：如
き
文

.

字
を
記
入
し
、郵
便
物
の
切 

手
消
印
に
も

.

公
僙
廣

.

吿
の

-
文
字
を
揭
げ
、

« :
冷
應
募
締
切
の
當
日

V」

爲

る

や
、®
&
の
文
宇
亦
自 

ら
危
激

V」

爲
れ
.

b

。
.

即
ち

m
.

 

く「

諸
君
の
有
す
る
資
佘
は
之
を
中
立
の
地
©
^
居
ら
し
む
可
か 

ら
中
。
諸

.
君
は
軍
事
公
債
に
應
蓦
し
て
、祖

.

國
を
助
け
た

&

や
、將
た
又
現

.

金
を
囊
裡
に
貯
へ
て
、
 

獨
逸
を
助
く
る
の
手
段
に
出
で
た
卜
や
。
軍
事

.

.公
債
は
今
絶
を
以
て
、應
募
を
締
切
ら
ん
と
す

」 

と
云

へ

る
が
，如
き
、

其
一
例
に
し

て
、
此
夜
偷
敦
布
長
は
ト
ラ
フ

f

ル
ガ
ー
廣
小
路
に
於
て
數
千 

の

0

衆
を

前
に
し
、左

.右
の
.建

物

に

於

け

る
無
數
の
揭

示
を

眺
め
つ
、

「

諸
‘君

は

諸
君
の

爲

す
可 

き
所
を
爲
し
、決

し

て

他

人

1:

之
を
.

讓
る
可
か
ら
す
。

夜
半
.に
先

だ
ち
て
、

銀

行

に

*

く

可
し

」

と

，なi 
.i餐
農
藤

云
ひ
、最
後
の
應
募
を
勸
誘
し
た
り
。
英
國
財
政
史
に
徵
す
る
に
、ナ
ポ
ン
ォ
ン
戰
爭
の
當
時
、政 

府
は
特
に
公
債
の

.

利
率
を
低
廉
に
し
た
る
の
結
染
、其
發
行
價
格

?:

著
し
く
低
下
せ
ざ
れ
ば
、應 

慕
•

潜
を
求
む
な
能
は

.

ざ
る
の

.
窮
境
に

‘

陷
れ
ぅ
ヒ
離
も
，此
稀
有
の
事
例
を
除
か
ん
か
、英
國
は
公
，
 

債
の
發

行

に

就
て
、

必
ず
し

も

大
な
る
困
難
に
接
す
る
こ

V」

な
く
、

公
愼
發
行
の
如
き
、國
家
ょ

6

 

見
れ
ば
、

fi
t

政
上
に
，於
け

る

尋
常
手
段
に
し
て
、國
：民

X

ぅ
S

へ
ば
營
利
的
放
資
の
道
の
加
へ
ら 

る 
>
 

に

過
ぎ
ざ

6

き
。
.

然
る
に
今
囘
の
歐
洲
戰
後
に
於
て
は
、多
く
前
例
に
反
し
國
民
愛
國
の 

至
情
に
訴
ふ
る
こ
と
の
切
實
な

る
、

前
記
の
如
き
も
の
あ
り
。
.而

し
て

英
國
が
本
年
度
內
に
於 

て
發
行
せ
ん
と
す
る
公
債
は
十
六

億

五
千

一

百
七
十
八
萵
一 

何
な

.
る
方
策
の
下
に
、

斯

る
巨
額
の
公
債
の

發

行

せ
ら
る
、
を 

可
か
ら
ざ
る
な

0

。： 
.

五

千
九
西
十
四
年
九
月
ょ
ぅ
千
九
西
十
六
年
十
月
に
里
る
ま 

發
行
し
、丼
發
行
額
亦
四
百
七
十
億
馬
克
の
多
き
に
及
び
た
る 

の
種

1

件

等
を

列
擧

、す

れ

ば

左
の

如

し
0(

單
位

百
萬
馬
克

)

第
十
一
海

(

九
九
五〕

論

說

欧

洲

戦

時

財

政|:
於
け
る
個
侦
の
地
位

得 千  

る 磅  

や に

*■ Jb.
箇. る  

の と  

問 す  

題 れ  

ビ ば  

せ 今  

ざ 後  

る 如

で
、獨
逸
は
前
後
五
囘
の
公
債
を 

が
、各
囘
に
於
け
る
發
行
碼
公
慎

绡八號

 

七



笫
十一

卷

(

九
九.
六)

論

m

欧
洲
戦
啡
財
政
、に
於
け
る
國
债
の
地
位

_

策
J
:

囘

、1:

九

1

四

年

九

月

、發

行

價

格

九
.

七

、五
，

(
こ

五

分

利

付

大

藏

廣

證

，
券

、

.

一
九
ニ
〇
年
十
月
一

.

日
期
限 

三

)
五
分
利
付
帝
國
公
偾
、一
九
二
四
年
十
月
一
日
ま
で
据

-t 

第
二
囘

1
九

一

五
年
三
月
#
行
價
格
九
八

2£

(

C

五
分
利
付
大
藏
省
證
券
、一
九
二

 

ニ
年
十
月
一
日
期
限

(

ニ)

五
分
利

#

帝
®

公
偾
、

一

九
ニ
.

四
年

.

十
月
一
日
ま
で
.据
置 

第
三
回

一

ブ

I

五
年
九
月
發
行
價
格
九
九

.

.

五
分
芽
付
^
國
公
債

一
九
ニ
四
年
十
月

「

.日
ま
で

-1
®

!

第
四

|̂
1

九ー
六年
三月
へ

(

こ
四
分
五
厘
刺
付
大
藏
省
證
券
、一
九
三
ニ
年
七
月

j

日
期
限 

:

發
行
價
格
，九

五

‘

'

(

ニ)

五
分
利
付
帝
國
公
偾
'

九
ニ
四
年
十
月
一
日
ま
で
®
置 

•

發
行
價
格
九
八
、五

.

贫
五
囘

一

九

I

ハ
年
九
月
：

第八號

八
r

〇
〇
〇 

三
、四
六
〇

九
、〇
六

一

ニ
、一

〇

一

〇
、七

1
 

t
i
f
f
.

i

〇
、六
九
九

. 

.
.
(
一
)

四
分
五
厘
利
付
大
藏
省
證
券
、ー
九
ニ
三
年
乃
至
一
九
三
ニ
年
償
還
一 

'
'
.
發
行
價
格
九
五

 

|

:

(

ニ)

五

分

利
#

帝

國

公

偾

二

九

ニ

四

：年

十

月

一

日

ま

で

据
®

發
行
偾
格

九

八

.
、

. 

一
 

此
外
千
九
西
十
七
年
三
月
第
六
囘
の
帝
國
公
債
幷
に
大
藏
省
證
券
發
行
せ
ら
れ
、前
者
は
五 

分
利
付
、後
潜
は
四
分
五
厘
利
付
に
し
て
、期
限
は
前
囘
發
行
の
分
ビ
興

a

ら
ず
、而
し
て
其
應
募 

锁
ば
莨
二
十
九
備
七
千
八
西
九
十
四
萬
七
百

®

克
に
上
れ

6

ど
報
告
せ
ら
れ
た
る
が
、軍
隊
ょ 

6

致
3

れ
た
る
應
藤
に
對
し
て
は
特
に
一
箇
月
餘
受
付
期
限

1

延
長
し
た
る
を
以
て
、實
際
の 

應
募
額
は
右
公

.

表
额
ょ

6

も
多
少
增
加
し
た
り
と
認
.む
可
し
。
右
の
內
帝
國
公
偾
に
對
す
る 

應
募
額
は
百
十
六
■億
一
千
七
百
五
十
六
萬
ニ
千
馬
克
に
し
て
、大
藏
省
證
券
に
對
す
る
應
慕
額 

は
十
三
億
六
千
百
三
十
七
馮
八
千
七
百
馬
克
を
數
へ
、此
外
に
舊
軍
事
公
債

?:
以
て
大
藏
省
證 

券

.に

借

換

へ

たる

も

の
四
億
九
千
二
百
七
十
ニ
萬
五
千
馬
克
に
上
り
、應
募
者
の
數
亦
六
百
七 

十
六
孢
八
千
八
十
ニ
人
に
達
し

^

6

•

ど
稱
せ
ら
る
？
以
上
發
行
の
帝
國
公
偾
中
、第
一
同
ょ
り 

第
五
囘
に
至
る
分
に
、就
て

は

、

其
應
募
額
を
數
多
の
階
？

於
け
る

.

金
'

類
：に
類
別
し
远
に

I

.
游
十
5

 

(

九九七

)

論

E

歐
洲
戦
時
財
政
に
於
け
る
國
愤
の
地
位

 

第
八
號 

九
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九
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.

論

說

歐

洲

戰

啼

财

政

に

於

け

る

稷

の

地

位

 

梵

號 

ー0

遨
の
數
を
明
に
し
た
る
調
赍
ぁ
る
を
以
て
、左
に
之
を
揭
ぐ
可
し
.

(

金
额
堪
位
西
商
馬
衷

,

雪
、一
望

.

$

.
第
.

1

㈣

腿，裳金額別

.

.

‘應
茲
者
數
金
額 

\

〗

ー8

思

克

以

下
i

、
一一
 1

一

II

一六 

8

 

丨
S

Q

思
克
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一3
X

A

四

M

l

>

8

0
 

1

、
ー§

丨

1

ー、
§
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n

s

l

 

3

§

 

运

、
究 
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:七
九

3

8

1
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一
 

o
、
s

a
 

S
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i
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1

3

8

丨

g

、0

8

5

g

 

s

 

§
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§

、
§{
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、
s

 

§
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s
i

Q
 

i!n

芫
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§

—

' 

s

i

 

l
r
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s

_

、l
8

l

r
§

、
§

 

- 

-

s
 

二
八
七

一、

0
Q
Q、
C
8

以

上

-

s

八̂

第

二

间

漉
藤
者
數
金
額. 

璧

、

'Mil

一
七
一

戒
八
一
、
四
七

Q

1

S

努
0

、
七
七
六_
 

0

 

I
I

八
、
八

六！！

七
量

宾 r
l
-

::
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§

s

、i

一
 

l
、s
七

2
r
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五 

0

 

3

0

七
九
ニ
六 

七
、
七
！

D
1

六S

八
r

轰
ー
.

r

s

ハ

登

八

磬

一

靈
1

、1
六
ニ

第

三

.'
间 

腿

裳

卷

數

金

額

s

、l
八.

S
 

八
並
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九
一
八
、
究

五0
 

_

一
七
六
.

九
二
八

四
一
三
、
六

11

六
r
3E
U
六
一

1

一

一3

2

 

n

i

# '
m

r

八
五
八 

ニ,

八1
? 

n

六
七

s

、
§

 

8

七
、0
七3

「

七
六
六
-

I

 

S

M-
Q 

1、

七11

九

笫

四

：
间

： 

應
葆
潘
數
金
額

ニ
、
四0六
、
ニ< 

§

S

、
尝

H
Q

七 

八
氣
空' 

I

1

六
八
、七“

I
I
.

. 

S

1

1

@

、
七

妾
1

、
盾
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n
i
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笔
 

S

四3

焚

.

六
六
六 

1
S
H
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S

 

.

九
、1

8

、蜜I 

r

s

八
一
、
雲

七
八

0

六3

一

$

 

r

八
三

r

 

一一七
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六̂

ー°>
七
ー
ー
ー

第

五

间
'

應
淼
漭
數I

 

r

七
九s
、
s

 

0

六
八r
§

 

#
ー

f

i

»

I
 

S

s

r
 
八

究
3V

.一
お 

」

§

、
八
室
九
ニ

九5

公

七
^

g

、
,

 

S

i

o

九
八

n

 

九
、
七

3

八
八
一0 

七
、S

1、

七 
一

Q

r

霊
七1
5£

一>
M

八 

气

瓮

、
九
七
六
-

S

S

合
.
針 

1、

一
七
七
、
霊
r

s

『

炎
3

六G 

S

3

2

3

1

八 

一
二、
1

2 

前
表
に
據
る
に

.

第
，一

囘
又
は
第
ニ
囘
の
公
債
鹰
募
成
績
に
於
て
は
、ニ
百
馬
宽
以
下
の
繼
慕

者
の
如
き
、全
體
の
應
募

.

者
に
對
し
て
、少
數
を
占
む
る
に
止
ま
れ
る
が
、第
四
囘
以
後
に
於
て
は 

敢
て
然
ら
す
、第
四
囘
に
於
て
は
兩
者
の
割
合
は
百
分
中
の
四
十
五
に
、第
五
囘
に
於
て

^'
百
分 

中
の
四
十
七
に
居

b

、小
額
應
募

*

の
力
に
依
て
、公

«

募
集
の
目
的
を
達
す
る
を
得
る

.

こ
V

J
5: 

知
る
可
し
。
而

.A

て
斯
る
小
額
の
應

«

ぼ
軍
事
锻
支
辨
の
結

■

果
、
中

流

以

下

の

.
階

級

が

生

活

上
 

に
餘
裕
あ

.
る
の
事
實
に
基
く
も
の
な
る
可
し
と
，酿
も

*

し
て
如

.

何
な
る

.
-時
^

で
繼
續
す
る

?: 

得
る
.
.や
否
や
、之
を
知
る
可
か

h

ら
ず
。

唯
獨
逸
が
國
を
擧
げ
て
、敵
國
の
重
圍
に
陷
り
、國
民
，の
生 

活
に
非
常
，の
困
難
を
招
き
、國
運
の
前
途
亦
容
易
に
樂
觀
す
る
を
許
さ
ぐ
る

f

場
合
に
、數
次
の
公 

潰
發
行
に

E

额
の
應
募
を
：收
む
る
の
事
實
は
殆
ど
一
の
奇
蹟

?:

以
て
、目
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る 

が
如
し
ビ
雖
も
、一
方
に
，公
债
の
發
行
せ
ら
る

>

こ
ビ
斯
の
如
く
爲
る
他
の

.
一
方
に
於
て
、種
冷 

の
形
能
を
以
て

^

幣
の
.

增
發
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
は
、蔽
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
實
に
厲
し
、公
僙
應
募 

の
.

如
き
、紙
幣
墦
發
の

'

結
果
1V

J

す
可
き
の

.

跡
あ
り
。

蓋
し
開
戰

f

«
前
後
し
て
政
府
は
貨
付
金 

庫
制
度
を
開
設

し

、
#

庫
を
し
て
金

]®

證
.

券
を
發
行
し
て
、金
融
の
調
節
に
資
せ
し
め
ん

S

し
®

 

券
の
發
行
高

tt
«

次
0

張
せ
ら
れ
て
、三
十
偉
馬
克
を
法
定
の
制
限
と
す
る
に
至
れ

6

。

耶
し 

•
て
千
九
百
十
四
年
十

•

二
月
•

末
に
於
け
る
同
證
券
の
發
行
高
は
十
三
億

一
,

千
七
百
离
踢
克
に
し 

第
十
.-

卷
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)
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説
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欧
洲
戦
時
財
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於
け
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關
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地
涖
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一
二

.
5

內
.
四
.傭
四
千
五
官
八
十
萬
馬

S

市
壚
f

c

流
通

し

、零
は
帝
國
«

|

保
有
せ
ら
れ
た
る 

か
千
九

W

十
五
年
十
ニ
月
末
に
於
て
は
、證

.
券
の
發
行
高
.は
一
一
十
一
一
億
ニ
千
七
百
海
馬
克
に
摩 

加

し

其

內

の

，九

億

七

千

ニ
 

W
. 

ニ
十
海

.
馬
克
は
市
場
に
流
通
し
た
り
。

次
、に
帝
國
銀
行
以
下
四 

發
柯
飯
行
の

.
昨
年
十

'

一
月
卞
句
に
於
け
る
營
業
狀
況
を
表
示
す
る
に
左
表
の
如
し
。

(

單
.立
一
千

等
克

)

•
'

:
 

.
 

•

ザ
ク
セ
ン
銀
行
バ
丨
/ァ
ソ
鈒
行 

r

r

l

三

七

六

、
四
六
七

金 

货 

其
他
の
：止
货

贷
。付
金
诹
券

他
銀
抒
紙
幣

小

切

手

、-̂
.
形

货
：
.

付

布
0

說

券

兆

他

資

康

合

計

資

木

金

槠

.
立

金

，■帝

岡

銀

行

こ
:.

ペ

イh

ふ

ン

銀

行
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ぽ

1

-
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九
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五
〇
〇

一
、
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五
、
四
六
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九
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八
三
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ニ
〇
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八
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五
五
、
〇
七
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九
、
〇
〇
〇 

ニ
、
ニ
五
〇

ウルテンべかヒ

M
行 

九
八
五
0

四
九
九

六
、
〇
：土
三 

ニ
ニ
、
七
八
五 

I

五
"
四
〇
四 

四
、
五
ニ
九 

1 

ニ
、
ニ
三一 

七

r

三
五1 

九
、
〇
〇
〇 

し
、
七
七
三

_

紙

.

.

幣

.

七
、I
n
-T
H

、
六
六o

六
七.
、
六
七
八'.
.

四n
r

八
五
四
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三
四
四
ニ
四
、三二■一

这
座
预
金

1

M
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i
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：
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〇
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ニ
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.

1

〇三

典

他

愤

務

:

四三一
:

、
〇八ニ四、
三八六

•

三
、•五
ニ
ニ,

一
、
七

七

〇1
1、
Q
〇

九
. 

合

社

一

ー

、六九ニ、ー三

0

:

八九、五
八
七

1

ニ八、六
穴
六
五
五
、〇
七
六
七
一
、三五一

ie

に
右
に
揭
げ
左
る
帝
國
飯
行
紙
幣
幷
に
金
貨
準
備
は
開
戰
前 

態
と
爲
れ
る
も
の
な
る
や
を
示
す
爲
め
に
、左
の

一

表
を
揭
ぐ
。

' 

.
1

九
ー
四
年
七
刀
三
十
百
一
，九

.
一
六
年
十
一
月
三
十
0

 

.

紙
幣
一
一
、

九

◦

八
'

i

六
,

.

. 

'

七
、
三
三.三
、
六

六

〇:

金

.

货

一
、

ニ
五
ニ
、
六
九
六^
/

'

 

ニ
、
五
一
八
、
四
八
八
：

次
に
第

.
1

同
.

ょ
ぅ
第
五

.

同
に
於
け
る
公
債
發
行
に
際
し
て
、帝
國 

泐
し
た
る
狀
況
を
示
す
に
、左
の
如
し
。軍
位
一
千
馬
克

)

紙

幣

發

行

高

割

引

贷

付

に

比

較

し

て

如

何

な

る

狀

銀

行

の

紙

幣

發

行

高

の

變

|

一九一四

¥

九

刀

七

n
 

i

同 

九
刀
三
十

U

ニ
九
一
五
¥
三
月
六
日 

i

同 

三.月三十一日

1:

九一

五
¥

九
ヵ

.

七
H
 

1.

同
：

.
'
,
九カ
3

十
旧
.

四
"1

ニ
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、〇六〇
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七
八
八
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四
、
四
九
〇
、
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〇
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四
、
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六
、
三
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〇

四
、
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〇
3£
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〇 
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、
ニ
九
八
、
〇
ニ
〇

五
、
六U

四
、
〇
ニ
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六
、
八七

-;

ハ
、
六
四
〇

五
、
玉
五
九
、
八
八
〇

 

五
、
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〇
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一
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、
一
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三
、
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i
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義

1

P

九一

六
¥
九

月

七

日
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九
月
三

t
日

笫
八
號

四

一
同' 

‘丸
儿
三
十
日

.
一一
九一
七
年
三
月
.
六日
 

1
IM
J

三力三十，

一

H

.

33

發

讓

一

塵

：

_

A/

、-
5

s
dJ
l

ob
^

6§
^

S6

狽
逸

.
帝
國

'

1
tj

碎
毎
四

.
小
半
季
末
に
於

.

て
、保
證
準
備
制
限
五
億

.

五
千
萬
馬
克
の
外
に
、同
準 

似
を
以
て
ニ

€

馬
克
を
限
纟
無
税
發
行
を
爲
す
を
得
る
の
規
定
あ

5

。
歐
洲

S1

戰
以
後
保
輯 

準
妨

#

限
外
發
行
に
對
す
る
課
税
の
規
定
は
適
用
を
中
止
せ

.

ら
れ
、餵
行
紙
幣
發
行
の
狀
況
亦 

平
時
ど
趣
の
異
な

る

も
の
あ
る
や
、論
を
镌
左
ず
、前
揭
の
表

K

於
て
、偶
々
三
月
又
は
九
月
ヾ

」

云 

ふ
が
如
き

'#

四
小
半
季
に
臨
ん
で
公
債

.

發
■行
せ
ら
れ
た
る
以
上
は
、其
時
に
於
て
餵
行
紙
幣
發 

す
高
の
多
き
に
至
れ
る
は
敢
て
異
ビ
す
る
に
足
ら
ず
、公
債
發
行
せ
，ら
れ
ざ
る
も
、四
小
半
季
末 

の
1

と
し
て
鈒

f

細
幣

§

增
發
せ
ら
る
、
を
以
て
、常
態
ビ

.

す
可
き
が
如
し
ビ

®

も
、然
も

*4
:

^

 

發
高
ヵ
平
生
法
律
に
於
て
豫
期
せ
ら
る
、
が
如
き
、一

|

億
馬
克
の
程
度
に
止
ま
ら
ず
^

®
も
少 

額
な
る
千
九
百
十

a

年
九
月
に
於
て
月
初
ビ
月
末
と
の
間
に
三
億
六
千
ニ
百
窩
馬
克
を

«

加 

し

、其
最
も
多
額
な
る
千
九
百
十
五
年
三
月

R
於
て
、七
億
ー
千
九
百
萬
馬
克
を
.管
加
し
々
る
が

如
き
、即
ち
帝
國
銀
行
が
政
府
ヒ
協
力
し
、紙
幣
の
增
發
に
依
て
、割
引
貨
付
を
便
に
し
，以
て
公
債 

の
應
募
を
盛
な
ら
し
む
る
の
用
意
に
出
で
た
る
も
の
ビ
解
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

往
昔
國
家
财
政
の
發
達
尙
ほ
幼
稚
な
る
の
時
に
於
て
國
家
は

直
接
に

政
府
紙
幣
を
發
行
し 

V

ば
て
財
政
の
用
に
供
し
た
り
。
信
用
の
利
用
せ
ら
る

.

、
乙

<£
,
の
盛
な
る
今
日
に
於
て
は
、國 

家
の
外
に
獨
立
し
た
る
中
央
銀
行
あ
纟
て
、紙
幣
の
發
行
を
獨
占
し
、通
貨
伸
縮
の
任
に
當
る
を 

以
て
、方
策
の
宜
し
き
を

#

た
る
も
の
ビ
し
、國
家
自
ら

直
接

に
政
府
紙
幣
.を
發
行
す
る
の
任
を 

.

避
け
ん
と
す
る
も
の

.

、
如
し
。
然
も
獨
逸
の
爲
す
が
如
く
、開
戰
の
當
初
に
於

て

、早

く

帝
國
銀 

行
に
正
貨
兌
換
の
義
務
を
免
除
し

^

#

の
增
發
せ
，ら

る

、
や
、其
一
部
分
は
貸
出
金
と
し
て
、政 

府
に
於

V

借
入
れ
、他
の
一
部
分
は
公
債
め
應
募
を
盛
な
ら
し
む
る
爲
め
に
、

」

般
に
融
通
せ
ら 

る
、
に
於
て
は
、其
名
は
公
債
發
行
に
依
て
收
入
を
調
達
す
る
に
在

6

と
雖
も
、其
實
は
紙
幣
の 

»'

發
に
依

.

て
、國
庫
の
必
要
を
充
す
に
過
ぎ
ず
、强
て
異
な
る
所
を
求
め
ん
か
、政
府
紙
胳
ビ

M

行
. 

紙
於
と
の
相
違

.
に
，外
な
ら
ず
と

.
雖
も
、通
貨
の

.
'膨
脹
を
招
く
の
一
事
に
至
て
は
、其
及
ぼ
す
所
の 

弊
害
一
な

り

と
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

' 

紙
幣
を
增
發
し
て
、財
源
を
調
達
す
る
と
、公
債
を
發
行
し 

、
 

て
、國
庳
に
收
入
を
得
る
ビ
其
收
入
の
方
便
た
る
の
點
に
於
て
は
.異
な
る
所
な
き
が
如
し
と
雖

.

筋
十
一
卷
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說
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辩
十

一

卷

(
一

〇
〇
s
i)

論

m '

歐
洲
戰
時
財
政
に
於
け
晶
愤
の
地
位
保

.

て
、

も
後
漭
か
其
方
法
の
宜
し
き

?:

得
る

f

は
、新
に
國

K

に
安
全
な
る
放
資
の
目
的
物

?:
fi
t

へ、
 

依
’
て
以
て
貯
蓄
を
獎
勵
す
る
の
效
果
あ
る
に
反
し
、前
者
が
物
價
の
辱
貴
を
促
し
て
、國
段
の
生 

活
を
腥
迫
士
る

.
の
弊
害
ぁ
る

'

は
，爭
ぅ
可
か
ら
ざ

.
る
事
實
に
壩
す
ビ
す
可
し
。

.

歐
洲
交

$

諸

國

 

中
戰
時
の
財
政
に
，就
て
平
生
最
も

•
多
く
準
備
し
た

6
.
. VJ

.

稱
せ
ら
る
、
獨
逸
に
し
て
、尙
ほ
公

g
 

募
集
の
爲
め

.
に
、紙
幣
の
增
發
を
必
.要
ビ

し

、

殆
ど
紙
幣
を
财
政
上
の
方
便
に
利
用
す
る
と

$

な 

b

ざ
る
手

&

を
取
る
に
於
て
は
此
般
の
準
備
を
缺
け
る
他
の
諸
國
の
.紙
幣
を
增
發
す
る
も
の 

亦
已
む
を
得
ざ

■

る
所
な

-CN
ビ
す
可
し
。

然
も
獨
逸
は

一

般
A

K

の
.
ff
i

蔷
金
に
依
て
、公
債
に
應
募
す
る

乙

ビ
を
齒
む
の
點
に

せ

て
、敢 

て
他
國

に

讓

る
.

も
の
.

ぁ
り
と
す
可
か
ら
す
。
政
府
が

A

 

K

.

の

應

募

殊

に

，
貯

蓄

金

に

依

る

應

慕
 

を
勸
誘

I

s

心
な
る
、人
の
意
表
に
出
づ
る
も
の
ぁ
り
。
例
へ
ば
千
九
百
十
五
年
九
月
第 

三
囘

; |

の
發
行
せ
ら
る

.

ゃ
、時
の
大
藏
大

®

へ
が
フ

.

エ
ヅ
ッ
ヒ

f

帝
國
議
會
に
於

I

 

人
は

#

 

P

ょ

り

も

大

な

，
る*

募
者
の
殺
到
す
る
こ
と
を
希
製
し
て
已
ま
ず
、而
し
て
此
事
た
る
、
 

彼
の
英
國
が
最
近
の

f

 

S

 

£

 

V

?

5

S

J

於
S

み
る
が
营
感
傷
的
廣 

吿
に
訴
へ
ず
じ
て
、目
的
を
達
す
る

?:

得
‘

ベ
く
、戰
爭
の
如
&
嚴
肅
な
る
行
動
に
對
し
て
由
坶
の

騷
を
演
ず
る
は
、獨
逸
人

0:

感
犄
に
適
せ
ざ
る
所
な
る
と

^

に
、靑
入
は
英
國
の
爲
す
が
如
く
、應 

募
者
に
向
つ
て
、國
家
に
恩
患
を
施
す

‘)

ヾ

」

?:

蓮
ま
ず
、
.
獨
.

逸
人
は
自
國
に
施
與
を
爲

さ

ず
、
ft

其 

称
を
全
ラ
す
可
し

」

と
云
ひ
、英
國
の
所
爲

V

J

贬
す
る
の
言
に

®

し
て
、以
て
自
國
民
の
，愛
國
心 

を
刺
戟
せ
ん

v
j

し
た
り
。

而
し
て
第
四
囘
公
債

' 

の
發
行
に
際
し
て
は
、育
廳
の
發
行
し
た

.

る
說 

明
書
に
於
て

「

公
債
に
應
募
す
る
に
當

b

»

募
*

は
現
金
を
所
有
す
る
こ
と
を
必
要
ビ
せ
ず
、预 

金
銀
行
又
は
貯
蓄
銀
行
に
勘
定
を
有
す
る
人
々
は
銀
行
を
し
て
公
債
應
募
に

M

宜
を
致
？
し 

む
る
を
得

.
ベ
.
し
。
即
ち
應
募
者
に
し
て
公
懷
を
所
有
せ

.

ん
か
、貨
付
金
庫
は
公
債
を
擔
保

w

し 

て
、所
有
者
に
信
用
を

.

與
ふ
る
を

|?
-

せ
ず
、從
來
の
貨

#

,

利
率
は
五
か
五
厘
な
ぅ
，し
が
、̂

や
五
分 

ニ
厘
五
毛
に
引
下
げ
ら
れ
、而
し
て
此
貸
出
金
，は
債
務
者
に
不
便
：な
る
時
期
に

■

囘
收
せ
ら

.
る
、 

の
恐
な
し

」
V
J
.

述
べ
、第
五
囘
公
債
の
發
.行

せ

ら

る

、
や
、諸
新
聞
紙

.
に
は
之

?:
以
て
最
後
の
公
债 

と
す
る
旨
の
廣
吿
揭
載
せ
ら
れ
、觅
に

「

今
囘

.

の
公
債
：は
總
て
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ぐ
ダ
の
署
名
を
有
す 

る
Z

ど」

の
追
加
あ
り
、一
方
に

「

應
»

せ

ら

る

、

一
馬
克
は

.

即
ち
戰
捷
を
蕭
す
の
效
果
ぁ
レ
、自
己 

の
能
力
に

®

ず
る
：程
度
唆
で
公
債
に
應
募
せ
ざ
る
が
如
き
は
、即
古
獨
逸
軍
事
的
勢
力
を
雜
期 

に
し
、却
て
敵
國
の
信
念
幷
に
實
力

?:

大
な
ら
し
む
可
く
、人
民
が
公
債
應
鑛
に

.
一.

馬
茸
を

g

i

隳

十

一

餘

2
〇
〇
五〕

.
'

論

•說
欧
洲
戦
婶
财
政
に
於
け

^

國
愤
の
地
位
 

笫
八
婶 

一
七
：



.
第
十

一

焓

a

〇〇
l

p

論

m
 

ん
か
敵
に
擒
助
を
與
ふ
、

る

も

の
に 

の
^

傭
を
寫
真

版

と
し
、一
方

' 

に
は 

得
た
る
特
權
を
擴
張
し
、廣
く
他
の 

六

戰
時

Q

財
源
と
し
て
、公
債
に
依 

從
冰
學
卷
實
際
家
の
間
に
論
爭
の 

の
あ

6

と
‘

雖

も

、
之
?:
歐

洲

戰

時

財

欧洲顿時財政

P

於
け
る
國
愤
の
地
位
 

第
八.
鲽
' 

■
 

外
な

&

ず」

と
云
ひ
、應
募

_

に
，靜
へ

' 

た
る
ヒ
：
 

從
來
公
懷
を
以
て
戰

■
時
利
益
稅
辆
付
の
，

目. 

租
税
の
代
鈉
目
的
物
た
ら
し
む
る
を
.辱
る

こ 的 ン  

ビ 物 デ — 
\ と Z 八

し す ズ •
1 1 る ダ  

b を グ

行 に 問  

が 困 題  

國 雛 に 

庫 な 就  

に る て  

收 も は

«

時

Q

財
源
と
し
て
、公
債
に
依
る
可
き
や
、將
た
又
增
稅
に
.侬
る
可
き
や
の 

從
冰
學
卷
實
際
家
の
間
に
論
爭
の
絕
ゆ
る
乙
，と
な
ぐ
、又
最
後
：の
_
案
を
下
す 

の
あ

6

と
‘

雖
も
、之

?:

歌
洲
戰
時
財
政
に
於
け
る
實
驗
に
微
す
る
に
、公

1

の
發 

入
を
供
ふ
る
と
同
時
に
、必
ず
通
貨
の
膨
脹
を
來
し
て
、物
價

の
職
貴
を
招

き
、
ft

府
を
し
て
公
债 

に
依
て
吸
收
し
^
る
收
入
を
經
费

•>

し
て

支

辨
ず
る

場
合
に
、其
效
果
を
減
損
す
る
に
至
ら
し 

め
た
る
の
事
實
は
之
を
掩
ぅ
可
か
ら
ず
。.
假
に
公
偾
鹰
募
遨
が
公
僙
應
募
の
結
双
、國
旗
に
交 

仴
し
た
る
拂
込
金
と
同
額
の
資
金
を
消
费
す
る

>」
.

と
を
容
約
し

/2

办

と

せ

ん

か

、
嗯

募

^-
^

で 

國
庳
の
消

«

す
る
資
金
は
兩
者
相
合
せ
て
、以
前
に
於
け
る
と
何
等
異
な
る
沂
な
く

 

>gc

货
啐
に 

一
版
ノ
&
の
多
物

^

1

勢
ビ
を
齋
要

1

る
&

JS

も
亦
.以

fl

と
同
樣
な
.る
以
上
は
、物
價
を

't
J: 

せ
し
む
る
の
勢
は
之
を
見
る
可
か
ら
す
。
之
に
反
し
て
資
.本
家
が
銀
行
よ
う
借
入
金
を
念
し

V
、

公
偾
に
應
慕
わ
、同
時

k

自
己
の
消
獲
す
る 

て
通
‘

貨
は
膨

.

服
し
、物
價
は
騰
*
す
る
に
至
ら 

す
る
に
當

k

、興
發
行
'を
容
易
な
ら
し
む
る
爲 

し
め
な
が
ら
，他
の
一
方
に
於
て
は
人
民
の
貯 

す
る
所
以

.

.な
ぅ

o

即
ち
政
府
の
斯
す
る
所
は
資
本
家
を
し
て 

に
依

V
、

公
僙
に
靡
募
せ
し
め

®

物
幷
に

II

勞 

節
す
る
爲
め
に
、民
間
の
需
要
の
減
少
を
以
て 

貯
莕
の
如
き
、戰
爭
の

It

に
' 

於
て

.

i

易
に
行 

產
又
は
新
に
麻
募
す
る
公
僙
其
も
の
を
擔
保 

愛
國
的
精
神
に

：

導

か
れ
、又
は
國
家
に
強
耍
せ

所
を
以
前
と
同
一
の
，金
额
に
置
か
ん
か
、忽

^

し 

ざ
る
を

#

ず
。

即
ち
交
戰
諸
國
が
公
偾
を
發
行 

め
に
、金
融
機
_
を
し
て
金
融
上
の
援
助
を
致

^

 

蒂
を
獎
励
し
、以
て
通
貨
膨
脹
の
弊
を
制
せ
ん
と

典
貯
菩
金
又
は
戰
爭
繼
續
中
に
收
受
す
る
所
得 

に
對
し
て
異
常
に
增
加
す
る
政
府
の
需
要
を
調 

せ
ん

ビ

す
.

る
も
の
に
外
な

ら

ず
。
然
も
任
意
の 

は
れ
す
多
數
の
*
«
*
は
自
己
の
所
有
す
る
財 

に
提
供
し
て
、銀
行
ょ

P

借
入
金
を
爲
し
、鈒
行
亦 

ら
れ
て
、此
補
の

M

通
を
爲
す
を
辭
せ
ざ
る
が
故

に
、直
に
銀
行
紙
幣
の
形
態
に
於
て
、又
は
预
金
の
形
態
に
於
て
信
用
の
膨
脹
を
招
き
、戰
時
勉
め 

て
囘
避
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
信
用
の
膨
脹
を
誘
致
せ

ざ

れ
ば

a

ま

ざ

る
な

K

y

o

玆
に
於
て
か 

戰
時
の

.

財
.

政
.を
處
拿
す
る
に
、公
偾
を
以
て
せ
ず
、總
て
粗
税
の
收
入

?:
以
て
し
、人
民
に
向
つ
て

',

解
十
辦
卷

2

〇
〇
$

論
説
欧
洲
鹛
時
財
政
に
於
け
る
國
侦
.の
地
位

 

k

八
號 

一
九
:.
.
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第
十r

各

(

1

8

八)

論
’ 

M

欧
洲
聰
時
财
政
に
於
け
ん
關
愤
の
織
位

 

f

號
‘ 

ニ〇
 

®

弗
的

1«
.

^

を
行
は
し
む
る
の
說
を
生
ず
る
に
至
る
所
以
に

し

て
、戰
時
の
财
源
ビ

し

て

、公
成 

ょ
6

も
祖
税
を
滕
れ

6

と
す
る

' 

說
に
論
據
の
裳
固

'

S

名
も
め
あ
る
は
之

?r

認
め
ざ
る
可
か
ら 

ず
。
然
れ
ぞ
も
軍
事
妻
の
大
な
る
令
日
の
如
き
場
合
に
'於
て

、

1

國
は
租

：.

踩

U

依
て
、其
必
要
と 

す
る
收
入
の

.

.幾
何
を
調
達
す
る
を
得
ベ

&

や
、英

0

の
知
き
戰
時
財
政
を
猶
持
す
る

嫁

め
に

®

き

を

.增

税

の

收

入
 

壇

加

は

左

の

如

し'

海

關

税
 

‘
物

.a

税

，

相

辑

税
 

.
印

紙
a
 

所

得

税

超
過
利
益
桃 

I

 

土
地
家
屋
地
惯
稅
 

三
、四
一
八 

合

針

 

ー
六
3
、〇
三
五

即
ち
英
國
は
平
時
に
：比
較
し

に
置
く
も
の
な

X

單

位

一
千
狻

二
九

1

三
丨
四
咕 

三
迅
、
3;
:
六
九 

三
九
、六
五
八 

ニ
七
、
1

六
五 

九
、九
八
三 

四
b

、ニ
四
一，

然
も
開
戦
前
ビ
今
日

V」

を
比
較
す
る

に
、租
稅

15

:
人
の

1

九一四

—

玉年 

k

八
、
六
六
ニ 

四
ニ
、
三
一
三 

ニ
八
"
三
八
ニ 

七
i

五
七
七

六
九
、
三
九
九

1

九
一
五—

六
年 

i?
L

九
"
六
〇
六 

六 
一
、
ニ
一
 

〇 

H
 

I

、
〇
三A
 

六
、
七
六
四 

1

二
八
、
三
ニ
〇 

1

八
八 

.】
r

九
八
三 

】

一
九0:
、I
〇
六

ー
>
九
七
ニ
 

，

へ1

/V

九
、
三
〇
近

て
、租
税
の
收
入

U

三
億
五
千
吉
四
萬
.ニ
千
磅

0.

增
加
.を
來
し

1

九

J

六
I

七
¥
 

七
◦

、
五
六I 

五
六
、
三
八
〇 

三
”、ニ
三
ニ 

七
、
八
七
八‘ 

ニ
‘〇
五
、〇
三
三 

1

三
九
、
九
ニ
〇 

三
、
|〇
〇 

五一

四
、〇
七
七

た
P

ビ
雖
も
、
一
方
に
經
费
は
一
億
九
.千
八
百
三
十
一
一
萬

 

一
二
千
磅
.

ょ
、
A

一
 

十

1
億
九
千
八
百

M
. 

磅
に
增
加
し
、

®:

事
费
は
約

.

1

一
十
億

#

に
上
る
の
有
機
な
る
を
以
て
、粗
稅
收
入
の
軍
事
费
に
對 

す
る
割

'

合
は
一
割
七
分
內
外
に
止
ま

5

,

他
は
盡
く
公
債
の
收
入
に
依
賴
し
つ
、
あ
る
も
の
と 

認
め

'̂

る
を
.

得
す
。.
比
較
的
租
桃
の
收
入
に
重
き
を
置
く
英
國
に
し
て
斯
の
如
し
と
す
れ
ば
、
 

他
の
諸
國
に
於
け
る
事
愦
の
如
何
は
之
を
類
推
す
る
に
難
か
ら
ず
、諸
國
が
公
債
を
發
行

せ
ん 

と
し
て
能
は
ず
、

最
.後
の

救
濟

策
を
紙
幣
の
增
被
に

求
.

め
、索
を
後
年
の
財

.

政
.\に
及
ば
す
も
の
亦 

B

む
を
得
ざ
る
も
の
と
す
可
き
な
ぅ
。

 

、

本
年
三
月
發
行

「

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
•ジ
ョ
ー
ナ

^

に
戰
辦
財
政
に
關
す
る
：ニ
箇
の
論
文
あ

K

一
 

は「

所
得
の
國
家
收
用

」

ミ
題
し
て
、米
國
人
ス
プ
レ
ー
グ
氏
の
筆
に
成

0

、他
の
一
は

「

戰
時
公
債
の 

經
濟

」

と
題
し
て
、英
國
人
ビ
ダ
ー
氏
の
稿
に
係
る
ヾ
し
雖
も
、

«

論
文
共
に
戰
時
の
財
源
ビ
し
て
、ゐ 

債
に
依
賴
す
る
の

.

不
可
な

.
る
こ
ど
を
論
じ
、租
税
ょ
ぅ
も
吏
に

.

r

步
を
準
め
た
る
方
法
に
依
て
、
 

戰
時
の
財
興
を
調
達
せ
ん
と
す
る
の
趣
意
に
基
け
る

'

も
の
な
り
。

即
ち
ス
ブ
レ
ー
グ
氏
が

「
j 

國
が
國
民
に
向
つ
て
徵
兵
の
義
務
を
鼷
ず
る
以
土
は
、其
所
得

^

、絕
：對
的
必
•要
を
超
過
す
る
部 

分
を
國
家
に
於
て
收
用
す
る
の
論
理
に
適
ひ
、又
公
正
を
得
た
る
處
遛
た
る
を
疑
は
ず
。

戰
時

第
十

j
,

溜

2

0,

〇
九)

、

論

、
說
欧
洲
戦
盹
財
政

I:

於

け
る
阈
愤
の
.地

位

 

第

八

號
 

ニ
ー
，



鲂
十
i
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(
一

0

1

0)

論
說
欧
洲
戰
時
財
政
に
於
け
る
國
侦
の
地
位

 

谘
八
號
こ

 

一二

に
於
て
人
が
所

#

の
大
部
分
を
國
家
に

舞

供
す
る
は

.

徵
兵

.
の

義

務

に

.服

す

る

もの
に
比
し

て
、 

何
等

«

制
の
嫌
を
生
ず
る
も
の
に
非
ず

」

と
云

ひ
、ビ

ダ

ー

氏

が「

余

の
意
見
を
以
て
す
れ

ば
、政

訏 

か
租
嵇
を
微
收
す
る
こ
と
少
な
く
、公
偾
を
慕
集
す
る
•こ
と
多
き
の
財
政
方
針
を
叔
れ
る
ょ
、卜、
 

な
る
過
失
た
り
し
を
疑
は
す
。
靑
年
に
し
て

^

生
命
を
國
家
■に
供
與
す
る
乙
ビ
を
强
制
せ
ら 

る
、
も
の
■と
す
れ
ば
、稍
ゃ
年
齡
の
長
じ
た
る
者
が
®
に
其
有
す
る
資

)

金
を
贷
付
く
る
に
止
ま 

ら
ず
、之
を
供
與
す
る
こ
と
を
求
め
ら
る
、
を
至
當
ビ
す

」

と
云
ひ
、又
曩
に

「

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

J

R

於 

て「

今

同
の
戰
爭
に
臨
ん
で
、靑
年
は
..其
强
弱
を
問
は
ず
全
生
命
を
擧
げ
て
、國
家
の
爲
め

R

、
*

独 

に
供
す
る
こ
と

1

求
め
ら
れ
つ
、
あ
れ
ば
、彼
等
の
有
す
る
貨
幣
に
對
し
て
も
亦
同
欉
の

M

JI
J

 

を
適
片

せ
ざ
る
可

か

ら

す
0

即
ち
一
千
破
の
所
得
を
有
す
る
入
に
し
て
•、五
百

«

の
11

税
を

納 

利
す
る

場
合
R

、十
萬

破
の
所
得
を
有
す
る
者
の
鈉
射
す
可
き

粗
稅
は
五

萵
磅
に
非

^
、八
萬
磅 

に
も
舞
ず
し
て
九

.
离
九
千
五

.
百
破
な
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
可
か
ら
す
、余
は
此

ff
i

領
の

M

度
を 

以
て
實
際
に
成
立
し
梏
る
も
の
と
信
ず
る
に
非
ず
、唯
之
を
以
て
政
府
の
實
现
す
る
に
勉
む
可 

&

现
想
た
り
、旅
則
た
る
こ
ビ
を
示
き
ん
と
す
ビ
云
ひ

.(
I

九
一
六
.年
十
ニ
月
九
旧
發
行
エ
コ
ノ 

ミ
ス
ト
貧
書

ff
i

it

税
の
必
要
を
鼓
吹
し
た
る
は
、耍
す
る
に
國
民
所
得
の
赞
發
を
以
て
、戰
寺
讨

『

- 

' 

. 

■

.

.... 

.  

-

攻
の
急
を
支
持
せ
ん
と
す
る
意
見
を
示
し
た
る
も

' 
の

R

外
な
ら
ざ
る
な
り
。
前
記

r
rc
.
コ
ノ
ミ

-
-
.
' 

•

ス
ト

」

に
於
て
ピ
ダ
ー
氏
の
論
文
發
表
せ
ら
れ
、之
に
關
聯
し
て
、同
誌
寄
書
欄
內
に
諸
家
の
論
矫 

漸
く
熾
烈
と
爲
る
や

/

火
フ
ン
ッ
ド
，マ
ー
シ
ャ
〃
氏
亦
之
に
參
加
し
+
二
月
三
十
日
發
行
の 

誌
上
に
於
で

#

收
の
重
な
る
源
衆
は
必
然
所
得
幷
に
資
本
に
對
す
る
課
稅
た
る
可
し
。

蓋
し 

資
本
は
戰
時
大
な
る
分
量
を
以
て
、容
易
に
外
國
に
輸
出
せ
ら
る
、
も
の
忆
非
ず
、又
戰
時
に
賦

. 

課
せ
ら
る
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祖
稀
は
資
本
の

.

移
動
を
惹
起
す
の
力
を
有
せ
ず
、之
に
.反
し
て
戰
時
多
額
の
公
偾

-
■ 
■
 

.

R

し
て
粟
加
せ
ら
れ
ん

か
®

後
に
永
久
の
重
税
を
必
耍
と

し
、
戰
後
最
も
必
•要
な
る
資
本
の
支 

配
に
大
な
る
支

_

を
生
ず
る
に
至
る
可
し

」

(£
0

じ
て
、。ヒ
グ
ー
氏
の
所
說
に
賛
成
し

/2

ぅ
。

然 

も
實
際
問
題
と
し
て
之
を
考
ふ
る
に

4

日
の
國
家
が
諸
氏
の
主
張
す
る
が

.

如
き
方
法
を
以
て
、

... 

®

事
*

の
财
源
を
調
達
し
て
、能
く
國
民
を
し
て
其
負
擔
の
重

§

を
愁
訴
せ
し
め
す
、又
戰
爭
其 

:
 

も
の
に
反
對
せ
し
め
ざ

‘

る
.

を
#

る
や
は
一
箇
の
疑
問

V
J
.

す
可
く
、戰
爭
意
外
の
長
期
に
亘
ぅ
公 

.

債
發
行
の
前
逾
甚

■

だ
不
安

V
J

爲
ぅ
た

.

れ
ば
こ
そ
、斯
る
說
を
生

.

ず
る
に
至
れ
ぅ
と
雖
も
、開
戰
の

.

當
初
ょ

b

、增
稅
の
一
事
に
財
源
調
達
の
方
法
を
傾
注
す
る
が
如
き
遽
に
偈
ず
.る
能
は
ざ
る
所 
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